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令和６年度の全国高等学校総合体育大会において、優勝を成し遂げた選手が、学校関係者、千葉県高等学
校体育連盟会長及び専務理事とともに９月１７日に県庁を訪れ、熊谷知事及び冨塚教育長に優勝の報告を
しました。 
 熊谷知事からは「見事優勝の栄冠を勝ち取った皆さんの姿が、県民に大きな夢と感動を与えてくれまし
た。日々積み重ねてきたその努力に、心から敬意を表します。」と祝福の言葉がありました。そして、東金
高等学校 新体操部の磯野選手から「千葉県代表としてプレッシャーに押しつぶされそうになりましたが、
私たちがモットーにしている「全力で楽しく」を胸に刻み、自分たちの力を出し切ることができました。素
晴らしい結果を残すことができたのは、指導してくださった顧問やコーチの先生方をはじめ、家族、仲間、
応援してくださった皆さん、関係の方々のご支援のおかげです。本当にありがとうございました。」と選手
代表の挨拶がありました。 
〇全国高等学校総合体育大会団体優勝 

体操競技   男子          船橋市立船橋高等学校 
新体操    女子               県立東金高等学校 
ハンドボール 女子        昭和学院高等学校 
少林寺拳法  男子        桜林高等学校 

 
〇全国高等学校総合体育大会個人優勝 

体操競技   男子 個人総合   船橋市立船橋高等学校   角皆 友晴 
平行棒    船橋市立船橋高等学校   角皆 友晴 
ゆか     船橋市立船橋高等学校   馬場 央太 
鉄棒     船橋市立船橋高等学校   角谷 太樹 

      つり輪    船橋市立船橋高等学校   坂東 優星 
       女子 跳馬     中央学院高等学校     菊池 柚子 

 少林寺拳法  男子 単独演武      桜林高等学校             糸日谷 凌央 
  レスリング   男子 ５１㎏級   日本体育大学柏高等学校  大井 喜一 
            ６０㎏級   日本体育大学柏高等学校  古市 大翔 
  ボクシング  男子 フライ級   習志野市立習志野高等学校 片岡 雷斗 
           ウェルター級 習志野市立習志野高等学校 中崎 太相羅 
 

[問合せ先：０４３－２２３－４１０８ 教育振興部保健体育課学校体育班] 
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 全国の高校生を対象とした「和菓子」のコンク
ール「全国和菓子甲子園」は、今回で１５回目を
迎え、今年は「日本の酪農」をテーマとして、8 月
21 日（水）に大阪市で開催されました。 
 県立安房拓心高等学校調理系列 3年の伊藤千輝
さんと庄司真理さんのペアが出場し、製品力、技
術力、ネーミング、企画力、プレゼンテーション
力などを審査する決勝大会において、2 人が考案
した「食突（しょとつ）モ～進」が高く評価され、
見事、優勝に輝きました。 
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各学校のウェブページから「県教委ニュ
ース」へのリンクをお願いしています。
バナーもご活用ください。 

 
第 15回全国和菓子甲子園 
安房拓心高等学校の「食突モ～進」
が優勝を勝ち取りました！ 

決勝大会作品製作 優勝作品『食突モ～進』 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 今年の全国高等学校総合体育大会で優勝した選手の皆さん、全国高等学校和菓子甲子園で優
勝した県立安房拓心高校の２名の生徒さん、全国ボッチャ甲子園で優勝した県立船橋夏見特別支
援学校の生徒の皆さんが、優勝報告に来てくださいました。全員が、胸に輝く金メダル以上にピカピ
カに輝いていました。高校総体では、新体操団体で初優勝した県立東金高校の皆さんの凛とした姿
と笑顔が特に印象的でした。同校卒業生で今年６０歳になる私の知人は、「加瀬先生が喜ぶだろう
な。」とつぶやきました。知人が高校生の頃、加瀬先生は大変熱心に新体操の指導に当たられてい
たそうです。指導者の思いが受け継がれ、時を経て大きな成果となる。教育とは、バトンを受け取り
未来に繋ぎ、子供たちの可能性を広げるものだと改めて感じました。 

知事・教育長表敬訪問 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※販売は商品がなくなり次第終了 

※参加無料、申込不要 

日 時：令和６年１０月２０日（日） 

１０：００～１５：００ 

会 場：イオンモール幕張新都心 

１階グランドコート 

   グランドスクエア 

                             千葉市美浜区豊砂１－１ 

（ＪＲ幕張豊砂駅前） 

参加校 ： 県内専門高校（農業・工業・商業・水産・家庭・看護・情報・福祉・総合学科） 

県内特別支援学校 

 

Ｐ３ 

 令和６年１０月２０日（日）に千葉県高等学校産業教育フェア・千葉県特別支援学校ものづくりフェア

を開催します。当日は、専門高校・特別支援学校の生徒による体験・イベント等が行われます。 

この機会に、千葉県の産業教育・特別支援教育の学びに触れてみてください。 

問合せ先  

・千葉県高等学校産業教育フェア・千葉県特別支援学校ものづくりフェア事務局 

（千葉県立京葉工業高等学校内） ＴＥＬ ０４３（２５１）４１９７ 

・千葉県教育庁教育振興部学習指導課 ＴＥＬ ０４３（２２３）４０６１ 

生徒による 

・展示・体験 

・販売 

・イベント 

 “ワクワク感が 
止まらない“ 

専門高校・特別支援学校の

学びのいろいろ 

ポスター作成者 千葉県立佐倉東高等学校２年 
       菅谷 柊花 さん 



 

 

 

 

講 演 「子供の理解を深めるー起立性調節障害の観点からー」 

講 師 学而会木村病院 医師、心理研究所「しゅはり」所長  松木 悟志 氏 

日 時 令和６年１１月３０日（土）９：３０～１２：００（個別相談）１３：００～ 

会 場 千葉県総合教育センター 大ホール 

申込方法 

① ちば電子申請サービス（右の二次元コードまたは下記 URL） 

※「利用者登録せず」に申し込めます。 

https://apply.e-tumo.jp/pref-chiba-u/offer/offerList_deta

il?tempSeq=31319 

② 電 話 043-207-6034 

③ F A X 043-207-6041 

④ メール saposoudan@chiba-c.ed.jp 

以下の内容を御記入ください。 

 件名「教育相談講演会２申し込み」 

 氏名（ふりがな） 

 所属（教育関係者以外の方は「一般・市町村名」明記） 

 連絡先（電話番号） 

 個別相談希望の有無 

※手話通訳や車いす等を希望される場合は、参加申し込み時にお申し出ください。 

 締め切りは、11 月 15 日（金）です。 

 

 

 
◆ワンストップ・オンライン相談 
本年度より、Zoom を使った新たな相談窓口を開設しました。 
◇相談時間  月曜日から金曜日の午前９時から午後５時まで 
◇申込方法  右の二次元コード又は下記 URL より Web 予約受付可 

 当日予約も可 
◇ホームページのＵＲＬ： https://cms2.chiba-c.ed.jp/kosapo/reserve_online 

 

※保護者の方、学校の先生方のご相談も受け付けています。 
                                                                                                                             
◆電話相談 
２４時間対応をしています。学校生活に関すること、心や身体のこと、その他の心配事などお気
軽にご相談ください。 
◇電話番号 ０１２０－４１５－４４６ 
 
◆メール相談 
２４時間受け付けています。◇宛先  saposoudan@chiba-c.ed.jp 
（注意） 
〇件名は必ず「相談」としてください。件名がない場合お返事ができないこともあります。 
〇迷惑メール対策等の設定をされている方は、上記のアドレスからメールが受信できるように、

メールの設定をご確認ください。 
〇サポートセンターからの返信は、数日かかることがあります。 

令和６年度 休日開放事業 教育相談講演会２のお知らせ 

 

千葉県子どもと親のサポートセンターの相談窓口について、ご紹介します。 
①ワンストップ・オンライン相談 ②電話相談 ③メール相談 
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  ちばに住んでいるだけで“自然に健康になれる環境づくり” 

        ～体を動かすきっかけづくり～ 
 
日時  令和６年１１月９日（土）午後１時３０分～３時３０分（受付開始 午後１時） 

      ※オンデマンド配信：令和６年１２月７日～１２月２６日 
対象  県内在住・在勤・在学の方 １５０名（先着順） 
会場  イオンモール幕張新都心 グランドモール３階イオンホール 
    （JR 京葉線 幕張豊砂駅直結） 
内容  〇講演１ 
     「動ける自分を好きになる 

 日常の動きをエクササイズ化して健康に！」 
        講師：室伏由佳氏 
       （２００４年アテネオリンピック陸上競技女子ハンマー投日本代表） 
    〇講演２ 
     「自然に健康になれる環境づくり～地域における具体的取組の紹介～」 
       講師：花里真道氏 

（千葉大学予防医学センター 健康都市・空間デザイン学分野 准教授） 
     〇健康づくりの取組をしている企業等のブース出展 
     
  
 
 

↓↓↓ こちらからお申込みください ↓↓↓ 
  
申込方法           会場開催                          オンデマンド配信 

(１０月５日～１０月３１日)          (１０月１２日～１１月１６日)   

       
 

  
 
 大会 HP  https://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/kenkouken/r6kenmintaikaichirashi.html 
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 令和６年度から、「健康ちば２１（第３次）」が開始しました。この計画は、県民の皆様
が生涯健康であり続けられるよう、健康づくりに関する施策について基本的事項を定めた
ものです。 
幼少期からの生活習慣や健康状態は、成長してからの健康状態にも大きく影響を与える

ため、保護者等も含めたこどもの健康を支える取組を進める必要があります。 
県民大会は、県民一人ひとりが健康づくりに取り組めるような知識・情報を提供するた

めに毎年開催しています。今年は５年ぶりの会場開催と併せて、会場にお越しになれ  
ない方のためにオンデマンド配信も行います。 

来場者全員に 

チーバくんグッズプレゼント！ 

特別ゲストとして 

チーバくんが来場します！！！ 



 
 

 
 

 

 

 

 

 

日 時  １２月８日（日）１４時～１６時１０分 

場 所  千葉市民会館 小ホール （千葉市中央区要町１番１号） 

内 容   

第１部 講演 

●テーマ：「すべての人がその人らしく活躍するために 

～多文化共生社会の実現へ～」 

●講 師：サヘル・ローズ 

（俳優、タレント） 

 

第２部 音楽演奏 

 ●曲 目：群青、クリスマスソングメドレー ほか 

●出 演：千葉若潮少年少女合唱団 

 

 参加費  無料 

 

申 込 

右の二次元コードから申込 

 

 申込期限 

１１月１２日（火）まで 

                       

 問合せ 

  千葉県国際課  電話０４３－２２３－２４３６ 

 

 千葉県 国際理解セミナー  検索 

Ｐ６ 

令和５年度、「千葉県多様性が尊重され誰もが活躍できる社会の形成の推進に

関する条例」が制定されました。 
外国人も日本人も、すべての人がその人らしく活躍できる“多文化共生社会”

について、ゲストのサヘル・ローズさんと一緒に考えてみませんか？ 

 
サヘル・ローズ さん 
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（鴨川市立長狭小学校 

長狭中学校） 

 本校は、社会環境の変化に伴う課題や学校の小規模化等の諸課題を解消し、一貫教育を行う中で、

生きる力をより効果的に身につけるべく、平成２１年度に長狭小学校と長狭中学校の統合型一貫校

「長狭学園」として開校しました。開校当初から続く『すべての子供の学びを保障する、校種・学年を超

えた全員参加の学校経営』を合言葉に、すべての教職員が「長狭学園」の児童生徒の教育活動に携わ

っています。 

〇教科担任制の効果的な運用 

本校では、教育活動の連続性・系統性を重視し、９年間の「学び」を１～４年生を前期、５～７年生を

中期、８・９年生を後期に分け、発達段階に応じた指導を行っています。特に、接続にあたる５・６年生

から教科担任制の導入や児童生徒会活動の参加などを通して、小中のスムーズな連携を図っていま

す。さらに、兼務発令によって全ての教職員が小中の両校種に於いて指導できる体制になっていま

す。今年度は、数学科、英語科、理科、保健体育科、家庭科の中学校職員が小学校５年生以上（数学は

６年生）で授業を実施しており、中学校教員が専門性を活かした効果的な指導を行い、小学校学級担

任はT2として児童の支援をしています。 

 小中職員が専門性を活かしたTTの実践  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇思いやりとリーダーを育てる縦割り活動や小中合同行事 

１～９年生までの縦割り班を編成し、年間を通じて継続的・計画的な活動（春の全校イチゴ摘みや花

いっぱい運動、七夕集会や全校レクリエーションなど）を実施。また、小中合同運動会では小中それぞ

れによる競技や応援合戦だけでなく、異学年で力を合わせる競技や小中合同競技、合同でのエール

の交換など、あらゆる角度から児童生徒のリーダー性や可能性を広げる活動を実施しています。 

  小中合同行事や縦割り活動の実践  

                     
 
 
 
 
 
 
 

 


